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　本論文では，通常の学級での特別支援教育において現職教員が困難だと感じた事例を参考にしながら，通常学級に
おける特別支援教育の実態と課題を整理した。困難な状況の性質を①手間と時間がかかる，②児童生徒理解，指導・
支援法の選定に関する難しさ，③他の児童生徒の認識，④教員の認識，葛藤の観点で，また困難な状況の原因，影響
する要因を①学校・教師，制度の要因，②本人，家庭の要因，③連携に関わる要因の観点で整理し，考察を加えた。  
　困難な状況を整理する過程で，通常学級における特別支援教育では，教師のキャパシティを超える状況があること
が示され，通常学級における特別支援教育の構造的な問題としてとらえる必要があることを示唆した。
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　平成18年（2006年）の特別支援教育の実施に伴い，通
常の学級に在籍する学習障害等の児童生徒を，その障害
の状態に応じて行われる特別の指導（通級による指導）
の対象とすることができるようになった。これにより，
それまで十分な支援が受けられなかった学習障害や注意
欠陥多動性障害のある（あるいはその疑いのある）児童
生徒に，より適切な支援の機会が提供されるとともに，
学校現場や家庭，社会における発達障害とその支援のあ
り方に関する理解も深まった。平成28年（2016年）４月
には，「不当な差別的取り扱いの禁止」と「合理的配慮
の提供」を義務づけた「障害を理由とする差別の解消に
関する法律（障害者差別解消法）」が施行され，教育現
場においても，障害をもつ（またはその疑いのある）児
童生徒，学生に対する支援の方向性，対応策がより明確
になった。
　しかしながら，その理念を個々の子どもの状態に応じ
て，また受け入れ側の限られた体制の中で実施すること
は決して容易ではない。実際の教育現場では，通常の学
級における自閉傾向やADHD傾向などの特性をもつ児
童生徒への教育，支援に苦慮している状況が散見される。
筆者の知っている事例では，気分のムラが大きく，気の
向いたときにしか学習や集団活動に参加しない児童がい
る。活動に参加していないときは，自分の机にうつぶせ
になって寝ていたり，好きな本を読んでいたりするが，
教室内をふらふらと歩き回ったり，床に寝そべっていた
りすることもある。担任が学習を促すために何度も声を
かけると，教室を出て行ってしまうこともある。週に１
回，近隣の学校にある通級指導教室に通っているが，通
級では落ち着いて学習したり，先生と活動したりできる
という。担任教師は，この児童が興味を持てるような授
業を工夫したり，別の課題を準備したりしているが，一
斉の授業展開をしていると「どうしても放って置く時間
が多くなってしまう」，「特別支援学級でしっかりと関わっ
てもらえれば，もっとできることもあると思う」と述べ
ていた。
　この例のように，通常学級での特別支援教育において
困難が際立つのは，児童生徒に必要と考えられる教育的
な指導，支援と実際に学校が提供している（できる）指
導や支援にギャップがある状況と考えられる。このギャッ
プが生じる原因や影響する要因を理解することは，より
適切な支援や働きかけを行ったり，困難さを軽減させる
上で有効であると考えられる。そこで，本研究は現職教
員から聴取した通常学級における特別支援教育の事例を，
特に困難が生じている状況とその原因，そこに影響を及
ぼしていると考えられる要因等に着目して整理し，通常
学級における特別支援教育を円滑に進める上で役立つ知
見を得ることを目的とする。
調査方法
調査方法・内容
　通常学級における発達上の課題のある児童生徒を指導，
支援する際の困難な状況（以下，困難事例とする）の収
集はアンケートを用いて行った。アンケートは千葉大学
で行った「生徒指導・進路指導」に関する教員研修の時
間の一部を利用して実施した。
アンケートの内容は以下の通りである。
◎ フェイスシート項目：勤務学校種，職名，年齢，教員
経験年数
◎ 通常学級における発達上の課題をもつ（またはその疑
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いのある）児童生徒への関わりについて，「対応が難
しかった」，「うまくいかなかった」などと思った事例
について，以下の内容を自由に記述してもらった。
　①　事例の概要
　② 　どのような点を「難しかった」，「うまくいかなかっ
た」と思ったか
　③ 　他の教員や学校組織，他機関との連携の有無と
効果
　④　関わっている時に考えたこと，感じたこと
　⑤ 　上記のような状況になった原因やそれに影響する
要因は何だと思うか。
　⑥ 　教員や学校に対してどのような支援があればよかっ
たか
調査対象
  千葉県内の公立小中学校，高等学校，特別支援学校に
勤務する現職教員，講師　64名
調査時期
　令和元年８月
結果と考察
　アンケートに記載された内容を，「Ａ.通常学級におけ
る発達上の課題をもつ（またはその疑いのある）児童生
徒への指導，支援における困難な状況」と「Ｂ.困難な
状況の原因，影響を及ぼす要因」の２つの観点から整理
し，それぞれの結果と考察を記述する。
Ａ．通常学級における発達上の課題をもつ（またはその
疑いのある）児童生徒への指導，支援における困難
な状況
　通常学級における発達上の課題をもつ児童生徒への指
導，支援の状況は，支援の対象となる児童生徒の多様な
特性に応じ，かつ学校生活の様々な領域・場面での行動
（学習，集団生活，対人関係等）に対する多様な支援と
なっている。
　記載された困難な状況を見ると，それらはア学校側の
発達障害，発達上の課題に対する理解不足や支援体制が
整っていないために，必要な支援が提供できない状況と
イ学校ができうる支援を実施したとしても通常学級での
対応が難しい状況に分けることができる。
　学校が提供できる支援は，学校や学級の実情，例えば
学級数，教員数，１クラスの児童生徒数，教員の空き時
間数，特別支援教育に対する教員の意識や体制等によっ
て異なるだろう。また，教育委員会の支援体制（巡回指
導，支援員，TT等の配置）によっても異なってくる。
各学校のおかれた状況で最大限の努力をしても，それぞ
れの児童生徒の支援ニーズに十分には応えられない場合
もあるだろう。
　一方，通常学級では対応が困難な状態の児童生徒が通
常学級に在籍していることも事実である。常に誰かそば
についていないと学習や集団での活動が難しい児童や学
習が遅れていて，他の児童と異なる学習課題を与えなけ
ればならない児童などの場合は，当該児童にも，他の児
童にも適切な学習，活動をさせようと思えば，担任のキャ
パシティを超えてしまうこともある。一斉授業で児童に
作業の指示を出しておいて，その間に支援の必要な児童
に指導をするといったやり方で対応することになる場合
が多いが，当該児童に十分な指導ができなかったり，本
人にやる気がないときには好きなようにさせておくしか
ないこともある。このような一斉授業と個別対応を同時
に進めていくことは，多くの教員にとって，特に経験の
少ない教員には容易なことではない。
　通常学級でできる支援策（通級指導教室も含む）だけ
では，本人にとって適切な学習活動を提供することが難
しい場合，本人の特性や課題に応じて個別的な対応がで
きる特別支援学級や特別支援学校が適していると考えら
れるが，様々な要件から通常学級に在籍することが選択
されている。このような状況は教員にとっては違和感の
あるもの，理解しがたいものであり，以下のような意見，
感想が述べられていた。（以下，□内に表記したものは，
現職教員のアンケートに記載された内容である。また，
アンケートに記載された内容を文章中に引用する場合は
［  ］で表記する。）
・ なぜ，本人の特性にあったやり方を選ばないのか。
・  ちゃんと関われる環境であれば，もっと成長しただろ
うに。
・ 普通学級では，ほとんど何も学べなかったと思う。
　では，通常学級での特別支援教育において教師が“困
難だ”，“うまくいかない”と感じていることはどのよう
なことなのかを見てみよう。“難しい”，“うまくいかない”
と感じる場面・状況の性質を以下のように整理した。
⑴　児童生徒への対応に手間，時間がかかる
　教員たちのアンケートには［手間がかかる］，［時間が
かかる］といった直接的な記載はない。しかし，困難な
状況の記載をみると，発達上の課題を持つ児童生徒の指
導，支援には，一般的な児童生徒を対象に行っている教
育活動よりも多くの活動が求められることがわかる。例
えば，教室から飛び出してしまう児童への対応やパニッ
クを起こしてしまう児童生徒への指導や支援に多くの時
間や手間が必要とされている。それらの指導や支援は，
授業時間にまでかかってしまうこともある。突発的に起
こる事態や頻発する友人関係でのトラブルなどに対応し
なければならないこと，しかも指導したり注意をしたり
しても，効果が出にくく，同じことを何度も繰り返さな
ければいけない場合もある。また，気分のムラが大きく，
気が向いた時にやりたいことしかしない児童生徒，自分
をコントロールして課題に関心を向けたり，集中を持続
したりすることが難しい児童生徒の場合，特に学習に向
けた個別の支援が必要となる。当該児童のそばに行って，
教科書やノートを出させたりするところから指導をしな
ければならないこともある。ときには声かけをしても，
まったくやる気にならないこともある。
　アンケートの『困難な状況の原因やそれに影響する要
因』において［人手不足］が，また『要望』において［教
員や支援員の配置，増置］が数多く記載されていたこと
からも，担任一人の力では，［十分に指導（支援）がで
きていない］と感じられる現状があるようだ。
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・ 嫌なことがあると泣きわめく。
・  友達とのトラブルが多く，その指導（話を聞く）に時
間がかかる（後になると覚えていないので）。
・ 学習の遅れが大きく，ついていけない授業が多い。
・  自分で学習の準備ができない。誰かがついていないと
学習も続かない。
　［自分のやりたいことしかしない］，［誰かがついてい
ないと学習しない］児童の場合などは，担任がついてい
られないときには，あるいは指導しても本人がその気に
ならないときには，本人の好きなことをさせておくといっ
た対応をとらざるを得ない場合がある。児童生徒の状態
にもよるが，場合によっては１つの空間，同じ時間の中
で，複数の教育内容，教育方法を実践しなければならな
い状況にもなりかねない。それは多くの教員にとって難
度の高いことである。このような状況は，教師のキャパ
シティを超えた状況であり，当該児童に対して（場合に
よっては他の児童にも）十分な教育活動を提供できない
可能性がある。この問題は，教員の資質や能力の向上，
支援体制の整備などによる解決を求めるだけではなく，
通常学級における特別支援教育の構造的な問題としてと
らえる必要がある。
⑵　児童生徒理解，指導・支援の方法の選定に関する難
しさ
　発達上の課題をもつ児童生徒に対して，どのような支
援を望んでいるのか，どのような指導，支援をしたらよ
いのかがわからない，悩んだという意見も多く記載され
ていた。
①状態やニーズのとらえにくさ
・ 本人が何に困っているかわからない。
・ 特性なのか，わがままなのか，判断が難しい。
②支援方法がわからない，効果的な方法が見つからない
・  思い通りにできないとパニックを起こす児童への支援
がうまくできなかった。
・  何をすれば児童のためになるのか，よくわからなかった。
・ 本児にとって最適な教育なのか自問した。
・  学習が遅れがちな児童に，休み時間や放課後に補習を
したが，あれでよかったのかと考えることがある。
・ いろいろと手立てを試みたが，あまり効果がなかった。
・  支援委員会で話し合ったり，アドバイザーが対応策を
教えてくれたりしても，自分には難しいと思った。
　発達上の課題を持つ児童生徒に対して，彼らに適した
目標，支援策を見出すことは決して容易なことではない。
本人の“できない”状態は特性なのか，わがままなのか，
経験不足なのか。また目標をどこに設定すればよいのか。
目標を達成するための手立てはどのようなものか。こう
いったことを１つ１つ判断していかなければ具体的な支
援が実施できない。しかも，保護者が特別な配慮を希望
しない場合や医師の診断や検査の結果等がない場合には，
それらを学校だけで考え，対応を決めていかなければな
らない。
　また，同じ特性を持った子どもでも，その子に適した
方策は異なっていることが多く，専門家や経験者からの
アドバイス，書籍や各種の参考資料にある方法では，う
まくいかない場合も少なくない。当該児童生徒に対して，
適切と思われる支援策を１つ１つ試していかなければな
らない状況がある。学校内に特別支援教育コーディネー
ターがいるにしても，児童生徒の特性や特別支援教育に
理解や経験の深い教員がいなかったり，若手の教員が担
当する場合などには困難さが大きくなる。
⑶　他の児童生徒の当該児童の言動，教員の関わりに対
する認識
　発達上の課題がある児童生徒に特別な配慮や支援を行
うことが，他の児童生徒に様々な影響を及ぼす。そこか
ら課題が生じることがある。当該児童の特性により，そ
の児童は皆と同じ課題をやらなかったり，同じことをし
ても注意されなかったりする場合，児童生徒にそのこと
をどのように理解してもらうか，またできないこと，や
らないことを周りから責められたり，不満が出ないよう
にするためや「どうせ，あの子はできないから」といっ
た差別的感情をもたせないために，まわりの児童生徒に
どのように働きかけるべきか，学級経営的な観点から考
え，児童生徒に（保護者にも）伝えたり，指導したりす
ることが必要となる。
・  「どうしてあの子は，◯◯しなくていいの？」と不満
をもつ子がいた。
・  まわりの子どもから「あの子は，しようがないよね」
という見られ方をしていた。
・  できないことが多く，他の生徒の当該児童に対する当
たりが厳しくなった。
・  他の児童，保護者に当該児童の状態や対応について説
明したかったが，保護者の意向で できかかった。
・  注意をすることが多くなり，まわりの子は「またか」
と思っていた。
⑷　教員の意識
　支援の必要な児童生徒に関わる教員には，様々な考え
や感情が生起する。それ自体が “困ったこと”や“うま
くいかなかったこと”ではないが，それにより教育活動
や教員自身の生活にも影響を及ぼす可能性がある。状況
によっては，教員自身への支援を考える必要があるだ
ろう。 
　①教員自身の不安，葛藤
・ 自分の指導力のなさを感じ続けた。
・  特別支援が嫌になった。障害をもつ子どもや親が怖く
感じた。
・ このままでいいのか，常に考えた。
・ 児童のことを考えていない保護者に腹立たしく思った。
　②周囲の児童生徒に対する想い
・ まわりの児童はずいぶん我慢してくれている。
・ 授業が中断することも多く，迷惑をかけてしまった。
Ｂ．困難な状況の原因，影響を及ぼす要因
　アンケートに記載された内容から，現職教員が，通常
学級で発達上の課題をもつ（あるいは疑いのある）児童
生徒の指導や支援を行う際に抱える困難な状況の原因や
影響する要因と考えているものを抽出し，⑴学校・教師
および制度の要因，⑵本人・家庭の要因，⑶連携に関わ
る要因という観点から整理した。
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⑴　学校・教師および制度の要因
　通常学級における特別支援教育の困難さを生じさせる
原因，困難さに影響を与えると考えられる要因を以下の
ように抽出した。
　①教員の特別支援教育に対する理解，経験の乏しさ
・  当時LDの知識がなく，とにかく練習させることでで
きるようにさせようとした。
・ 何をしてあげたらよいのか，わからない。
・  暴言暴力の児童に，声を荒らげたり，力で押さえつけ
たりした。
　②状態の理解・見立ての難しさ
・ 本人が何に困っているのか，困り感がわからない。
・ 特性なのか，わがままなのか。
・  （不登校による）経験不足なのか，努力不足か，特性
か。判断が難しい。
・  様々な問題があったが全体にグレーな感じで，学校も
強く押せず，保護者も気にしていなかった。
・  初期対応の失敗により，状況が困難になった。登校し
ぶりの生徒に，保護者と相談して 強く登校を促した
が登校には至らなかった。のちに検査を受けグレーゾ
ーン(知的)と判明した。
　これらの要因は，特に当該児が医師の診断や検査等を
受けておらず，学校が支援の方向性を考えなければなら
ない場合に影響することが多いようだ。
　また，アンケートに記載があった不登校との関連につ
いて，筆者の考えを述べておく。不登校になる事例の中
には，発達的課題が影響していると考えられるもの，あ
るいはその可能性があるものがある。当該児の特性から，
学習に困難を感じていたり，集団生活や対人関係でうま
くいかないことがあったりして学習や集団生活，すなわ
ち学校生活が嫌になってしまうのである。本来であれば，
発達的な特性からくる“学校生活のうまくいかなさ”に
焦点を当て支援をする必要があるのだが，不登校になる
と，学校復帰や先生や友達との関係づくりなどについて
の支援が中心になり，発達上の課題にはあまり目が向け
られない，あるいは心が萎縮している状態だから，学習
や学校生活がうまくいかないと考えられたりする。不登
校になると，家庭での生活が中心になり，他の児童生徒
と一緒に活動する機会が少なくなり，苦手なことや努力
が必要なことなどもしなくなる。すると発達上の課題や
特性は目立たなくなるので，発達的な課題への関心は薄
くなる。発達上の課題の影響が考えられる不登校児の場
合，登校に向けての支援を行うばかりでなく，学校が嫌
になった原因かもしれない発達上の課題のアセスメント，
支援も合わせて考える必要がある。
　③特別支援についての考え方，体制のあり方
　“うまくいかなかったこと”の原因，影響した要因と
して，学校としての特別支援教育に対する考え方や体制
のあり方も多く挙げられていた。学校として取り組む姿
勢や仕組みが不十分であることや教員間で考え方が違っ
ていたり，連携が不十分だったりしたことが困難さの原
因あるいは助長する要因ととらえられていた。
・  異動直後に大変な児童の担任になった（経緯，引き継
ぎが不十分）。
・  講師なのに，強い要望を出す保護者の子どもの担任と
なった。
・  担任と学校（管理職）との見解の相違（管理職は，保
護者の要望通りに）。
・担任任せ
・  管理職も他教員も関わろうとしない雰囲気があった。
仕組みもない。　
・  早期に児童の特性を理解し，対応を考えてこなかった
＝そのような仕組み，姿勢がなかった。
・ 教員の連携不足。
・  前学年の担任はつきっきりに近い対応だったようで，
実際にはできないことが多くあったが，保護者には，
そう伝わっていなかった。
④物理的状況，制度の問題
・  学校に特別支援学級がないため，近隣の通級指導教室
を利用。
・  高校の底辺校では障害をもった生徒が入学してくる。
欠点をつけないことになっていたので，本人は何もし
ないまま卒業していった。
　本来ならば適切な環境で学習，生活ができることが望
まれるのだが，物理的な事情により，それが難しい場合
がある。特別支援学級や通級指導教室が自校にない場合，
近隣の学校にいくことになる。すると多くの場合，保護
者による送り迎えが求められるが，保護者の勤務等の都
合により送迎が難しく，そのため特別支援学級や通級を
諦めるといった場合もある。学校の設置主体である自治
体のレベルで，望ましい支援のあり方を検討することが
求められる。
⑵　本人・家庭の要因
　この領域の内容を記載した教員は多く，本人や保護者
の見解と学校の見解の相違が困難な状況の原因・背景と
なっていることが推察される。多くの場合，学校・教師
の側が通常学級ではなく，より専門的な教育，支援が必
要だと考えているのに対し，保護者がそれを望んでいな
いという違いである。多くはないが，保護者が通常学級
では難しい支援（例えば，より細かく，個別な配慮を求
める）を求めて，そこに学校側との差異が生じているこ
ともあった。
①本人の意向
・  本人の特性に配慮した教具の使用を勧めたが，本人が
拒否。
・ 本人が特別支援学級での勉強を嫌がる。
②家庭の理解，考え方
・ 学校と保護者の理解がズレていた。
・  保護者が児童生徒の状況を理解していない，どうして
特別支援を選ばないのか。
・  児童の状態はわかっているが，通常級にこだわっていた。
・  （保護者が）学習はできなくても生きていけると考え
ていた。
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　ここではアンケートに記載された内容の一部しか示し
ていないが，同様の内容を記載した教員は多く，家庭と
学校との間の認識のズレが困難の原因や背景にある状況
が推察される。
　また，保護者の考えには，他者，他機関の見解が影響
していることがあることがわかる。
・  保護者は特別支援学級を考えていたが，教育センター
で「もったいない」と言われ混乱。 
最終的に通常級を選択したが，なかなか厳しい。
・  医師の見解（学校の対応によるPTSD）をもとに，無
理な要望をしてくる。
・  保護者が参加する団体の考え方で通常学級に在籍させ
ている。
　子どもの状態をどう見るかは，非常に判断が難しい。
例えば，学校で授業中に動き回ったり，嫌なことがある
と大声で泣き叫んだりする児童がいるとする。しかし家
では，そのようなことまったくないという。ここで，「学
校の環境に問題があるから」あるいは「大きくなったら
治まる」（だから特別なことは必要ない）というように
考えることもできるだろう。一方，早い段階から適切な
支援を行うことで，本人が生活しやすくするべきだ（二
次的な問題の予防）という考えもある。また，組織によっ
て重視するポイントが異なるので，それが支援の方向性
や方法の違いになることもある。その時々の子どもの適
応状態等を見ながら考えていくこと，すなわち継続的に
家庭に関わり，一緒に考えていくことが必要なのだろう。
　保護者や家庭の考え方に，夫婦関係や親子関係，保護
者のパーソナリティといった，その家庭の状況が影響し
ていると推察されることもある。
・ （本人と）母親との関係の悪さ，父親の無関心。
・ 母親の養育拒否。
・  母親が不安定で，いろいろな機関に相談。それにより
さらに不安定になった。
・  発達の課題＋生活のみだれ。母親への指導，カウンセ
リングが必要？
・  学校と家庭，家庭内の考え方が異なり，支援が定まら
ない。
・  母親は，うまくいかないことを「障害のせい」にして
あきらめ，積極的な働きかけをしない。
　保護者と学校との認識の違いを記載した教員の中には，
同時に保護者支援の必要性を記したてものが少なからず
いた。それぞれの状況によって，医療的支援，心理的支
援，福祉的支援などが挙げられたが，保護者自身の課題
や大変さに目を向けている教員が多いことがわかる。
⑶　連携に関わる要因
　特別支援教育では，当該児童生徒やその家庭に複数の
機関が関わることが少なくない。それらの機関の連携の
まずさが困難な状況の原因や背景となることもある。
①学校と家庭との連携不足，保護者との関わり方
・  児童生徒の言葉を介して学校のことが伝わり，保護者
が誤解，不信感をもつ。 
・  連携不足。両親が忙しく連絡が取れない　→本人を介
すると正確に伝わらない。
・  児童の問題を伝えたら，しばらく学校に来させなくな
った。
・ 担任に問題があるような言い方をされた。
・ 保護者の人柄を理解せずに，話を進めてしまった。
・  申し送りの不徹底。関係ができる前に特別支援を勧め
て，関係が悪化した。
・  母親への声かけが逆効果になった。（背中を押す場合
もあるので難しい。）
② 担任や学校と他機関，専門家との認識の違い，連携
不足
・  通級に通っていたが，誰がどのような支援をしている
かわからなかった。
・ センターは児童・学校の実態をよく理解して判断する
必要がある。
・  １日中，一緒にいる担任と特別支援教室担当者との感
覚の違い。アドバイスや助言をもらっても「通常級で
は無理」と感じてしまう。
まとめ
⑴本論文では，通常の学級での特別支援教育において現
職教員が困難だと感じた事例を参考にしながら，通常
学級における特別支援教育の実態と課題を整理した。
⑵困難な状況の性質を①手間と時間がかかる，②児童生
徒理解，指導・支援法の選定に関する難しさ，③他の
児童生徒の認識，④教員の認識，葛藤の観点で，また
困難な状況の原因，影響する要因を①学校・教師，制
度の要因，②本人，家庭の要因，③連携に関わる要因
の観点で整理した。
⑶困難な状況を整理する過程で，通常学級における特別
支援教育では，教師のキャパシティを超え，対象児童
または他の児童に十分な教育活動ができない場合があ
ることを示した。さらに，この状況は通常学級におけ
る特別支援教育の構造的な問題としてとらえる必要が
あることを示唆した。
⑷通常学級における特別支援教育には，学校・体制の要
因，本人・家庭の要因，連携に関わる要因などが影響
を及ぼすことが示され，それぞれの視点や理解の状況
等を考慮した継続的な支援の構築が求められることを
示唆した。
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